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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マクロファージの産生、分化、および機能を制御するサイトカインであるコロニー刺激因子1の受容体です。この受容体は、このサイトカインの生物学的効果のほとんど、あるいは全てを媒介します。リガンド結合は、オリゴマー化およびトランスリン酸化のプロセスを介して受容体キナーゼを活性化します。コードされるタンパク質はチロシンキナーゼ膜貫通受容体であり、チロシンタンパク質キナーゼのCSF1/PDGF受容体ファミリーのメンバーです。この遺伝子の変異は、骨髄悪性腫瘍の素因と関連付けられています。この遺伝子の最初のイントロンには、転写不活性なリボソームタンパク質L7によって逆方向に処理された擬似遺伝子が含まれています。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路、Hippoシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	CSF1R マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CSF1R マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト前立腺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	CSF1R マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

